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　皆様には、平素より私ども東和銀行をお引き立ていただき、誠にありがとうご
ざいます。
　令和4年3月期のわが国経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響や、サ
プライチェーンの停滞による半導体不足など供給制約等のマイナス要因があった
ものの、景気の回復基調は続きました。ただし、足元ではロシアのウクライナ侵
攻の影響による原材料価格の高騰や、急速に進む円安局面などにより、先行き不
透明感が増しております。
　また、当行を取り巻く経営環境については、人口減少や低金利政策の継続など
の影響により、持続可能なビジネスモデルの構築が急務となっていることに加え
て、カーボンニュートラルや女性活躍推進等のSDGsが掲げる社会課題の解決に資
する取組みの重要性が高まっております。更には、新型コロナウイルスの感染拡
大により生活様式や経済活動が大きく変容しているほか、DX（デジタルトランス
フォーメーション）の加速にともなって、お客様の求めるサービスも大きく変わ
ってきております。
　当行では、令和3年4月からスタートした経営強化計画「プランフェニックスⅥ」
（令和3年4月～令和6年3月）にもとづき、コロナ禍でお客様が資金繰りの心配な
く事業に専念できる環境作りを行う「真の資金繰り支援」及び「本業支援」「経営
改善・事業再生支援」「資産形成支援」に取り組む「TOWAお客様応援活動」を実
践し、経営環境を取り巻く諸課題の解決に向けて果敢に取り組んでおります。当
行は、お客様の企業価値向上と、お客様と当行の収益力向上を図る「共通価値の
創造」をビジネスモデルとして、双方で持続可能性のある発展を推し進めてまい
ります。
　この度、昨年度の課題解決に向けた取組みについて、ディスクロージャー誌「東
和銀行レポート令和4年3月期」にまとめましたので、ご高覧いただければ幸いに
存じます。
　今年4月に行われた東京証券取引所の市場区分再編において、当行はプライム市
場に上場しております。決意を新たに、全役職員が一丸となって、「真の資金繰り
支援」と「TOWAお客様応援活動」に取り組み、持続可能な社会の実現に努めて
まいりますので、変わらぬご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

令和4年7月

経営理念
役に立つ銀行
　お客様のニーズを的確に捉え、金融機関の持つ全機能を十分発揮し、金融サービスやお客様の役に立つ情報を提供
するとともに、地域の経済発展と文化の向上に貢献し、役に立つ銀行となるよう努力しています。

信頼される銀行
　正しい事務処理と、人と人との ｢和｣ を基本にした、誠実・親切・迅速な対応により、地域の皆様との密着に努め
るとともに経営内容の一層の充実を図り、真に信頼される銀行を目指しています。

発展する銀行
　複雑・多様化する金融環境に前向きに対応し、いかなる環境変化にも耐え得る企業体質を構築することが必要で
す。即ち、積極健全経営を強力に展開し、常に地域社会やお客様とともに発展する銀行になるよう励んでいます。
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